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　　「わたし」から「わたしたち」へ変わりつつある世界の意識

永井 ： まずは、このコロナ禍で変化したことや、デザインについて思われていることからそれぞれお話しいただけ
ますか。

佐藤 ： コロナ禍となって、考える時間というものがすごく増えましたね。これまでは自分の仕事を「振り返る」こ
とが好きなわけではなかったのですが、今までやってきたことって何だったんだろうとか、以前はこんな考え方を
持っていたなとか、デザインについて思いを巡らす時間はこの1年増えたように思います。原さんはどうですか。

原 ： ネットを介しての、世界の手触りがすごく変わった気がしています。今のネットって、一見すごくエゴイス
ティックなものが表層に出ていて、弊害が盛んに言われていますが、一方で、ネットが非常に進化したことによっ
て、たとえばいい論文なりエッセイなりが発表されると、何語であろうとそれに対するきちっと咀嚼されたリポート
がすぐ出て、さあっと世界中に広がっていく感触がある。世界を照らす理性の照度の質が変わったというか。環
境、エネルギー、国際紛争、コロナといった問題すら、互いに理解し合える具となっているような。特に新しい世
代の人たちの「理性」の質が変わってきている感じがするんです。それは、別の言い方をすると、「わたし」という
エゴイスティックな主語が、「わたしたち」という新主語に変わっていくとでもいうか。世代や個体を超えた生のつ
ながりを示唆する、「わたしたち」というシンキングでいかないともう立ち行かないということに、わがままな人類も
ついに気づき始めたという感じがする。環境問題への若い人たちの意識もそうです。ポストコロナは、そういう世
界になっていくんだろうなってことをすごく感じます。

佐藤 ： そういった「わたしたち」という意識が広がっていることも感じつつ、逆に言うと、「孤立」もすごく明らかに
なってきているように思います。ネットを介してつながっているようで、ふと考えると、誰も守ってくれない。広がる
部分と対象的に、一人一人がより孤立してしまっているというか。

原 ： 対話がなくなって、モノローグとポリローグの二極化をしていますね。

永井 ： 以前は何か知ろうと思うと、自ら進んで誰かに話を聞きにいくようなことをしなくてはいけませんでしたが、今は、
ウェブサイトはもちろん、たとえばオンライン上にある動画やセミナーを視聴することも増えていて、原さんのおっしゃっ
たように、多様な考えにアクセスできるようになっている。コロナ禍ですごく変わったことの一つのように思います。

佐藤 ： そういった動画でいえば、ユヴァル・ノア・ハラリさんの『サピエンス全史』、僕には下巻の内容がちょっと
難しかったんだけど、それを実に見事にわかりやすく説明してくれている動画がYouTubeにあるんです。本を読
むだけじゃなく、そういったものを見ることで理解するといったことは、今までにない経験でしたね。でも、たとえば
原書を読まずに、まとめられたものだけを表層的にさらっと見て、何となくわかったつもりになってしまうという危
険性や怖さもとてもあるようにも思います。

　　デザインが民主化したことの功罪
　
永井 ： 共有できる新しい知というものが、この環境下ですごく広がったというお話でしたが、デザインの傾向と
いうことではどうでしょうか。僕はここ10年ぐらいで、デザインというものの民主化が急激に進んだように思うんで

す。それとトレードオフで、デザイナーの特別性というものが薄れてきた感じがする。かつての亀倉雄策さんの時
代は、デザインという技術を操れる人が少なかったからこそ、その社会的な意味や大きな価値を創出できたよう
に思うんですけど、今は技術の進歩もあって、一般の人でも簡単にデザインを始められる状況になっている。そ
れだけデザインが社会に受容されている時代でもあり、同時にデザイナーの希少性が損なわれていくことも起
こっているように思うんです。

原 ： そういう時代であるからこそデザインの専門性というものを、世の中に目に見える形にして提示していかな
いといけないなと思っています。今の日本の行政は、専門家の意見を尊重しませんね。政治的判断が第一義
であって、専門家の意見はあくまで副次的な扱いで、コロナ対策のような科学的判断が優先されるべき状況に
おいてすら、そういうことになってきている。今回のオリンピックは、デザイン業界も巻き込まれていろいろと辛い
ことがありました。結果として専門性が軽視される社会になってしまった。専門性が見えづらくなってしまった。だ
からデザイナーに依頼すれば、何ができて、どんな素敵なことが起こるのかを示していく必要がある。僕らが世の
中にそこを示していかないと、求められなくなってしまうかもしれない。

永井 ： 佐藤さんは、多くの人にデザインの価値を伝えるために、テレビの教育番組に携わられたり、活動された
りもしていますが、たとえば、10年前、20年前と比べて、世の中の人の、デザインに対する関心やリテラシーが
変わってきているように思いますか。

佐藤 ： 若い世代は変わってきている気はしますね。デザインは大切と思っている人は増えているように思いま
す。ただ、デザイナーになりたいっていう人が増えているかというと、そうでもない。デザインとはどういうものなの
かということは、まだまだ理解されていない状況だと思います。

永井 ： 実は今年から一橋大学でデザインの授業を持つんです。商学部や社会学部向けなんですが、そういう
今までデザインと距離のあった層が今、デザインを求めているという現象は面白いと思っています。必ずしも多く
の人がデザイナーとして専門家になりたいってことではないけど、何かをやるときにはデザインが必要なんじゃな
いかっていうことには気づき始めている。職能としてのデザイナーにはまだまだリスペクトがないのは残念だとは
思いつつ、大きな意味では、デザインは浸透してきているようにも感じているんですが。

佐藤 ： 昨日たまたまテレビでやっていたのですが、マンホールをいろいろなグラフィックで彩るのが最近流行っ
ていて、「デザインマンホール」と取り上げていた。つまり、そうじゃないマンホールはデザインされていないってこ
とになるわけですよね。でも、そういったことに疑問を投げかける人がテレビ番組のスタジオに誰一人いない。デ
ザイン家電と一緒で、いまだにそういう意識なんですよ。

永井 ： デザイナーズマンションとかもありましたよね。通常のマンションはデザインされていないのかという。

佐藤 ： いまだにね。見てもらわなくていいっていうポスターはないわけだし、広告は届けなければいけない情報
があるから、目立たせるためのスキルを求められる。だけど、世の中には目立たなくてもいい、生活の中に自然に
あってくれればいいグラフィックはいっぱいあるんですよね。機能するべきときに機能して、そうじゃないときには
生活になじんでいるような。でも、そういうものはデザインじゃないとまだまだ思われている。そこはけっこう根が深
いと思っています。

原 ： これは本当に頭が痛いところですけど、デザインがどのように役に立つかっていうことを象徴的に示すチャ
ンスを持たないと駄目でしょうね。今、世の中は根本のところでとても変わろうとしている。日本でも、ようやく既
存のルールやビジネスの形を変えようとするゲームチェンジャーたちが現れ始めている。そんな中で、デザイン
が、どういうふうに本当に役に立つのか。なるほど、これはすごい！というようなことをデザインが示したときに、初
めてデザインの価値をわかってもらえるように思うんです。たとえば、亀倉さんの1964年のオリンピックの赤い丸
のヴィジュアルが発表されたとして、今ならおそらくみんな一斉に「丸じゃん。」って言う。
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佐藤 ・ 永井 ： （笑）

原 ： それぐらい世の中の文脈が変わってしまったので、旧来の方法でグラフィックデザイナーの価値を世の中
に問いかけても、難しいと僕は思いますね。でも、デザインが効果を発している局面を紹介して、その仕組みを説
明すれば、なるほどと思ってもらえる可能性はある。そうやって初めて、1964東京オリンピックのデザインが素晴
らしいと思えるような。やはり、デザインが社会の中でどのように機能しているのか、専門性を生かすと、どんなふ
うに素晴らしいことが起こるのかっていうことを、JAGDAが事例として見せていくことが必要だと思いますね。

佐藤 ： そういう意味では、グッドデザイン賞の「ロングライフデザイン」という枠は素晴らしいと思うんです。何がよ
くてずっと使われてきているのかということを、感覚的にだけではなくて、理論的にしっかり説明をして説得してい
る。そういう場が、JAGDAには欠落していると思っていて。たとえば、キヤノンのロゴとか、今見ても、すごくいい
し、うまいなと思うんですね。それを、一般の人に対してプロが語っていくべきなんじゃないかと。

原 ： そうですね。たとえばロゴタイプで長く使われているものって、本当に静か。シャネルとか、カルティエとか。ラ
イカやポルシェもそう。普通を極めていて、全く奇をてらってない。どこをデザインしたのかわからないような、イラス
トレーターを使えばすぐつくれる的なもの。だけど、実は特別な出っ張りをつくらないことが、ロゴタイプの運用に
おいては重要なことです。造形性というものに極端に体重を乗せない。むしろ、できるだけ中庸で、何にでも染ま
りやすく、どんなイメージにもなりやすいようなもののほうが長く持つんですよね。でも、そのためには、的確なハン
ドリングが重要です。それによって膨大な資産が生み出されていることを説明しないと、世の中に伝わらない。そ
ういった評論の部分が足りないと思うんです。JAGDAはそこを必死でやらないと、と思いますね。

　　パーパスブランディングに貢 献できるグラフィックのスキル

永井 ： 亀倉さんの仕事の話が出ましたが、1964年の東京オリンピックはポスターデザインそのものも素晴らしい
けど、戦後の世の中の期待値を象徴化したということに、すごく価値があったわけですよね。NTTも、あれだけの
巨大企業が民営化されてどうなるのかという期待があってこそ、あのシンボルが大きな意味を持った。そういった、
世の中の期待値が集まる部分にデザインが役割を持たないと、いくら頑張って説明しても関心を持たれないとい
うこともあると思います。そういう意味で、新しい価値を示し得るような、これからのデザインの領域はありますか。

佐藤 ： 今は、経済が影響力をものすごく持っている時代ですよね。だから、グラフィックがどれだけ経済的に影
響力があり、一方、文化的にも意味があるかということの両面について、客観的な視点できちっと語られること
が必要だと思います。もし、違うデザインだった場合にはどうなっていたかと、実例を見せるとか。

永井 ： もしもそのデザインがなかったらを、見せられないのが難しいですよね。そこがデザインの価値を伝えづら
くさせているところでもある。

原 ： そうですね。僕もずばり、アイデンティフィケーションだと思います。いわゆるロゴタイプなのか、それとも製品
自体なのか、またはインタラクションのトーン＆マナーみたいなものの場合もありますけど、アイデンティフィケー
ションに力を発揮できるのがデザインの強みだと思うんです。ですから、それをどこまで精度よくやれて、鮮やか
に成果を示せるか。たとえば、パッケージデザインというと、かたちや素材とか、ファンクショナルなもののように
思われるけど、あれは商品のアイデンティフィケーションですよね。コンビニのような市場の中で、アイデンティ
ティをいかに明確に表現できるかっていうところにパッケージの生命があるわけだから。

佐藤 ： 最近、パーパスブランディングってよく言われますが、パーパス、ミッション、ヴィジョン、バリューを言語化
する。正直、甘い理念設定の企業も結構あるわけです。言語化自体がすごく緩いので、そのシンボルまで緩い。
だけど、明確な言葉にして、ヴィジュアルにするとその両者が一つの世界をつくって強くなる。僕たちの持ってい
るグラフィックのスキルというものを生かすには、そういった企業の理念や組織のあり方まで遡って考えて、グラ

フィックデザインを行う前の状況をどう整えるかっていうところもあるんですよね。頼まれた部分をやることももち
ろん大切なんだけれども、もう少し大きなヴィジョンをつくっていくこともできると思います。

永井 ： その企業の理念とはそもそも何なのか、ときには意見やアドバイスをしたり、精緻化したり。そして企業存
在の意味をシンボル化し、最適なものに展開する。場合によっては、デザイナーの力も生かしながら新しい活動
や事業のようなことを生み出す。そういう広い領域が今のデザイナーに求められているとも言えますね。

　　アイデンティフィケーションというテーマでの展覧会

永井 ： ここからはJAGDAの新体制の後の話をしていきたいと思います。今年、日本グラフィックデザイナー協
会から、日本グラフィックデザイン協会へ名称を変更することをはじめ、地域や教育など、新たな課題を検討する
委員会を増やしたり、不当なコンペに対しての申し入れを頻繁に行ったりなど、ここ数年、いろいろな活動を行っ
てきました。振り返ってみて、できたこと、できなかったこと、もしくは、これからやっていくべきことなどについては
いかがでしょうか。

佐藤 ： 昨年からはコロナ禍となってしまって、直接会って熱のある議論をするという場が持てていないけれど、
逆にオンラインミーティングの進化もあって、議論をすること自体は、もしかしたら前よりも増えたんじゃないかと
思います。役員会議においても、事務的な報告が減って、意見を語り合う時間が増えたような気がする。

永井 ： そうですね。地域の方たちの考えを共有できる機会もだいぶ増えたと思います。

佐藤 ： 行政などが行うコンペの規定に対する問題提起も具体的に行ってきましたね。「著作者人格権を行使
しない」というような理不尽な条件などに関しては、積極的に申し入れしています。そして実際に変えてきてい
る。そういう意味では、団体としての発言力を持ち始めているように思います。個人で動いても、企業の圧倒的
な力で押しつぶされてしまうから、まさにこのようなことは協会だからできることだと思います。

永井 ： 国や全国の様々な自治体でも、コンペのことはとりあえずJAGDAに聞いてみようという動きも出てきました。

原 ： JAGDAの名称を変える以上は、グラフィックデザインとは何かを定義して、しっかり世の中に伝えなきゃい
けない。年鑑作品展もチャリティ展もいいんだけども、専門性というものを一目の下に表現するような展覧会を
やればいいと僕は思っています。たとえば、アイデンティフィケーションというテーマで、会員がやったVIを象徴
的な事例40例ぐらい、美術館のようなパブリックな場でしっかりやる。「VI」や「BI」「CI」ってこういうことなん
だ、これは絶対プロじゃないとできない、と思わせるようなものを。それはウェブよりも実際の会場で展覧会として
やったほうが効果的です。そういうことがやれると、世の中の意識が違ってくると思います。

佐藤 ： そういったリアルな場での活動と連動させて、JAGDAの公式動画チャンネルでさらにシリーズで解説し
ていく。そうすると、そのシリーズを最初から全部見たいという層も出てくるようにも思います。

原 ： そうですね、展示したグラフィックと、それをベースにデザイナーがたとえば10分ずつ話したものをパッケー
ジにして、JAGDAのコンテンツにしていく。話題になれば、行政の人たちも見るかもしれないし、見ればおそらく
感化される。

永井 ： 以前、年鑑についての議論をしたとき、現状に対していろいろ意見はあるけど、新人賞の紹介をはじめ、
新しいグラフィックデザインを生み出していく装置として重要なんじゃないかという話になりました。一方で、年鑑
とは違ったかたちで、それぞれの仕事の背後にある意味やストーリーを解説するようなものも必要ではというア
イデアもありましたが、それとリンクしてくる話のように思いました。そうやって、プロフェッショナルの仕事を伝え
ていくことは、これからますます重要ですね。
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原 ： 世界の趨勢として人口も減り始めるわけですが、そういう状況で、幸せとか充足感というものをどう求めてい
くか、本気で考えなきゃいけない。人口が減ってくると、インテリジェンスの量もそれに追随する傾向がある。地
方創生とか言いながらも、自治体が提案する物産品の販売の仕方などを見ると、どう考えても成功がおぼつか
ないものが大半で、そこにおびただしい税金が使われていると考えると絶望的な気持ちになる。でも、それはい
いレファレンス、いい成功事例が示されていないからです。もはやデザイナーが物産品の開発を1つずつやると
いうようなことじゃなくて、どんなサービスをつくれば、地域がより輝くのか、デザインがどこをサポートすればちゃん
と見えてくるのかといったことを、しっかり示さないといけない。日本の津々浦々を見渡すと、すごくうまくいってい
る所もある。その理由をちゃんと分析して表現しないといけない。たとえば観光。安いサービスにたくさんの人が
群がってしまうと、受け入れ側はぼろぼろになってしまう。より高い対価を払って質の高いサービスを受けようとす
る人が、より少なく来てくれるというのが一番いいんですね。そういったヴィジョンをつくっていかない限り、なかな
かいい未来は来ない。そのための資源が日本にあるのかって見渡すと、むしろ、世界にも稀な素晴らしいものが
日本にはあって、その足元にある宝物をどう価値にしていくのか。たとえば、そこにある環境を最大の価値に置
き換えて見せてくれるのがホテルとすると、そういう類のホテルが今の日本にはまだほとんどない。そういったロー
カルの価値が、日本の人たちの手によってつくり出されてほしいなと思います。

永井 ： オリンピックに向けて、日本の観光資源を有効化する、高付加価値化するという流れは、ここ3、4年ぐっ
と増えてきた感じはしますね。そういうことにデザイナーがしっかり関われるようになっていくと、デザイナーの役
割っていうのは広がっていくように思います。

原 ： ただ、そういうことの開発をやれる人が日本の企業にはまだ多くは存在していない。高度なバリューを持っ
たホテルの開発というのは、古美術商と似ています。美とか、味とか、心地よさとか、サービスの品格といったこ
とを差配するのは、品質管理とは全然違うことですが、そういう人材を管理できる能力が日本にはずっとなかっ
た。残念ながら、価値のプラットフォームをつくるのは、外国の資本のほうがうまい。そこら辺をどう日本の国内で
つくっていくかというのは大きな課題だと思います。

佐藤 ： 僕もそう思います。ホテル一つとっても、日本はすぐ西洋化してしまう。でも、外国から日本に来たとき、西
洋風のホテルは求めていないんですよね。言い換えれば、日本人自身が生まれ育っている日本の良さに気が付
いていない。目の前にある素晴らしいコンテンツを高い価値に引き上げていく、その土地の文化を最大限に魅
力的に引き出す。そこにビジネスのチャンスもあるし、文化を守っていくことにもなる。僕たちはグラフィックデザイ
ンをしたいという目的で関わってはいけなくて、その事業を成功させるために、いい方向に持っていきたいという
姿勢で関わっていかないと。その上でデザインが必要ということであれば、そのスキルは持っているから心配しな
いでくださいというね。

　　デザイン料、マネジメント力、みんなで考えていきたい課題
　
永井 ： デザインのこれからについて話をしてきましたが、足もとを見てみると、シビアな現実もあります。昨年の
秋に会員向けにアンケートを取ったところ、コロナ禍において仕事が減った人が70パーセント。年収500万未
満の人が44％、300万円未満の人が16パーセント。回答者数は500人ぐらいで、会員数の15%程度ですが、
東京を含めた全国の会員によるものです。こういう厳しい現実に直面している会員も少なくありません。

佐藤 ： 公益社団法人ですから、そういう現実も把握した上で活動を行っていかないといけない。

永井 ： デザインの価値を社会に正しく伝えていくのがJAGDAの役割なわけですが、デザイン料金のメニュー
改定も以前からの懸案事項です。

原 ： でも、現実的に考えると、しかるべき額で受ける場合と、ボランティアでやる場合と両方ありますよね。僕は
デザイン料金にスタンダードは存在しないと思います。たとえば、ロゴのデザイン料はいくらですというよりも、こ

の企業の、このプロジェクトだとこうなりますねっていうところから始まるわけだから。

永井 ： 実際はそうだと思うんですけど、デザイン料を請求するときに、業界の基準はこうなっていますと示せるの
は意味があるという話もありました。

佐藤 ： それとロイヤリティという考え方がもっと浸透して、売れたら売れただけ対価が入ってくるっていうことが
成立するといいですね。

原 ： しかしなかなか難しい。権利は買い切りでというケースが多い。そういう常識を変えていかなきゃいけない。
だからやはりケース・バイ・ケースではないですか？「デザイン料」って、そもそも何に対する対価なのかということ
を、クライアントもデザイナーも一緒に考えたほうがいいと思います。

佐藤 ： その流れでいうと、デザイナーも使い捨てにされないマネジメント力って必要じゃないですか。ひとつ終
わったら、はい、さよならっていうんじゃ、あまりにも残念ですね。だから、マネジメントについての講座というのも
定期的に開催してはどうかな。経済状況の厳しい人も少なくないし、いつかは我が身というのもあるわけだし。
だから、お互いにそういうものを学んで生かしていく。なかなか、そういうことって普段はやりとりできないけど、
JAGDAのような団体だからこそできることのように思います。

永井 ： それと中小の企業でもデザインが重要だという認識はかなり広まっていると思うんですけど、頼みたいと
思ったときデザイナーの情報がなくて困ってしまう。そのマッチングというのが実は最大の課題で、適切なデザイ
ナーとつながらないと不幸な出会いになる。そういう領域も本当は協会として手伝えるといいですよね。

佐藤 ： デザイナーの門をたたくのがちょっと怖いというのもあると思うんですよ。頼んじゃったら大変なことになる
んじゃないかという。

永井 ： わからなさ過ぎるんでしょうね。あと、会社のスタートアップのときって、多くの人を巻き込む上でもデザイン
が重要な局面ですけど、資金も潤沢ではないことも多いから、なかなか頼めないということもあるでしょうし。

佐藤 ： 昔だったら出世払いってあったじゃないですか。出世払いの新しい仕組みというのもJAGDAで一例つくる
といいかもしれないですね。最初のリスクはないけど、うまくいったらシェアしましょうねっていうような。こういうやり
方がありますからって言うと、それだったら安心してお願いできるなと。IT系のスタートアップの会社って、結構クオ
リティの低い変なロゴだったりするんですよね。内容は素晴らしいのにいまいちな会社に見えちゃうっていうか。

永井 ： 本当にもったいないですよね。

原 ： 結局、自分たちの能力や潜在性を世の中に表現できないまま、消えてしまったりするんですよね。そういっ
た才能や会社のポテンシャルをいかに目に見える形にするのかっていうのは、デザイナーにとって最高の課題
だと思うんです。可能性のあるテーマにどれぐらい出会えて、どれぐらいサクセスに持っていけるかということで
すかね。

　　グラフィックデザインを基軸に会員同士が高め合えるような場

永井 ： 名称の変更はこれからのJAGDAを考えてのことですが、会員数についてはどうでしょうか。拡大を目指
したほうがいいのか、今が適正なのかいつも議論になりますよね。

佐藤 ： 社会に対して協会が意見をする上でも、活動資金の上でも、僕は会員は5,000人ぐらいはいたほうがい
いんじゃないかなと思っています。現状の3,000人が5,000人になったからといって、どれぐらい変わるかという
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のはわからないですけど、幅広い方々に参加いただいて、どんどん議論して、社会に提議していく力をもっとつけ
るべきだと思います。

永井 ： 他の業界団体の人数が減少傾向にある中で、JAGDAはここ数年3,000人という数をキープしてい
て、それだけでもすごいことです。ただ、1978年のJAGDAの設立趣意書に、亀倉雄策さんの言葉で、会員
5,000人を目指そうと書かれてもいますし、会員が増えれば当然活動規模を大きくすることもできます。

原 ： 僕は、団体の魅力の一つは影響力だと思うのですが、それは数というよりも、活動の内容と会員の意欲だ
と思います。今は、影響力が非常に弱まっていると感じています。数だけが増えても、むしろ境界が見えなくなる
というか、JAGDAに入っていても、入っていなくても、あんまり関係ないというふうになってしまうのではないで
しょうか。JAGDAは、少なくとも高度な専門性を持った人たちの組織だと思われないといけない。公益社団法
人化したことで、ある意味、誰でも入れる会になってしまったことについてはとても残念に思っています。

佐藤 ： 僕は数が多いってことは日本全国に点がいっぱい打たれているということだと思うんです。点を結び付
けるとネットになる。だから、点の数が多くなれば、ネットも細かくなる、そのネットを細かくしたほうが、いろいろな
地域で起きている問題をすくい上げる確率が上がってくると思うんです。そういう意味では、ネットは細かくあるべ
きという考え方ですね。ただ、原さんがおっしゃるように、そのネットがほとんど機能しない、消えていってしまうよう
なものでは、もちろん意味がないとは思いますが。

永井 ： そうですね。だから別にレベルを下げようという話ではないんですよね。たとえば、名称変更がこの6月の
JAGDAの総会で承認されたら、新会員キャンペーンをやりたいという話をしているんですが、会員それぞれが
JAGDAに入ってもらいたいような人に積極的に声掛けすることで躊躇していた方たちや、領域が違う人の参
加が増えていけば、必ずしも、影響力の話と数の話というのは相反しないんじゃないかなとも考えています。

佐藤 ： たとえば、グラフィックデザインの感覚を持っているプロダクトデザイナーの人にはJAGDAに入ってい
ただく。また、さらに質の高いウェブサイトを構築していただくためにも、ウェブ関係の人たちにも入会いただきた
い。レクチャーやシンポジウムなど、グラフィックデザインを基軸に会員がお互いを高め合えるような場をどんどん
つくっていく。今は意外にそういう場がないと思うんです。

永井 ： そういうタイミングで今回、田中良治さんが亀倉雄策賞を受賞されたことは、時代の変化の象徴のよう
に思います。お二人は亀倉雄策賞の選考委員でもありますが、いかがでしたか。

原 ： 田中良治さんがつくるウェブサイトというのは、非常にプロフェッショナルの仕事というか、職人的な意味にお
いて緻密にできているんですよね。ぱっと見た印象以上に。細かくハイパーリンクが張られていて、またその張り方
がマニアックだったり、背景のグレーの色彩と、文字のコントラストが非常に緻密に計算されていたり……。でも実
際のところ、ウェブサイトのデザイン自体に世の中はいま予算を持っていないですね、サイトって機能の塊だから。
だけど、そこはウェブデザイナーの自負として開拓していく、そういう精神で仕事をされているっていうところに僕らは
打たれるものがありました。田中さんはあえてご自身のことをウェブデザイナーと称されていて、同時に「ウェブデザ
イナーってもはや死語ですよね」なんてことも言われる。ウェブデザイナーというのは、まさにインターネット環境に
おいてデザインをする人っていう意味だと思うけれど、ウェブデザイナーと称すことのできるデザイナーは実はそれ
ほど多くはない。その、ごく少数の質の高いウェブデザイナーが今回は受賞したということだと思いますね。

永井 ： たしかにウェブデザインに、グラフィック的な緻密な要素というか、繊細さを持ち込んで、平面性をも大切
にしながらデザインしているって意味では、他にそういうタイプの方っていないですよね。

原 ： ある意味では仲條正義さんのポスターみたいな感じですよね。必要以上に、必要じゃないものばっかり盛
り込まれていたりする（笑）。だけど、それを見て、みんな面白いと思うし幸せになる。田中さん自身もちょっとへ

そ曲がりというか、過剰かもしれないと思うところをやり切っていながら、全体としてはすごくセンスがいい。受
賞作以外の仕事でも、たとえば永井一正さんの個展での映像の「動物の目の編集」は、大胆かつ変則的に
緻密。それぞれの仕事の要所を理解して、きちっとデザインできるのは、そういうことだと思うんですよね。

佐藤  ： 立体的というか、前後左右、奥行きを持っている人ですよね。だから、すごく時代としてふさわしい、素
晴らしい方が受賞されたなと本当に思います。やっとそういう時代が来ましたね。

永井 ： グラフィックデザインとデジタルの世界が近づいた象徴的な受賞でもありますね。デジタル領域の人た
ちが自分たちとJAGDAも関係があるのかと思ってもらえる機会になるといいですよね。

佐藤 ： デジタルネイティブという言葉自体が、そろそろ古くなりそうですけど、そういう世代にとっては、デジタル
もアナログもシームレスで、境目がないんですよね。そういう世代に、このJAGDAという場をうまく活用しても
らって、デザインをする人たちの環境を、そして、ゆくゆくは一般の人たちの環境を良くしていってもらえたらなと
思います。そのためにいま僕たちに何ができるか、引き続き考えていきましょう。

永井 ： 本日は幅広いテーマでお話しすることができました。ありがとうございました。

（2021年5月21日　東京ミッドタウン・デザインハブにて）




